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発行人 松　原　兼　一

発
注
平
準
化
、予
算
確
保
に
注
力

魅
力
あ
る
建
設
産
業
実
現

地
球
環
境
保
全
へ
力
結
集

　
　

空
調
衛
生
設
備
工
事
を
通
じ
て

　
　

地
域
の
復
興
・
創
生
に
協
力
い
た
し
ま
す
。

会
　
員
　
一
　
同

　

元
号
が
令
和
に
改
ま
っ
て

初
め
て
の
通
常
総
会
。冒
頭
、

松
原
兼
一
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、残
り
２
年
を
切
っ
た「
復

興
・
創
生
期
間
」
終
期
に
向

け
て
、
復
興
・
創
生
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
支
え
て
い

く
と
す
る
一
方
、
働
き
方
改

革
関
連
法
の
順
次
施
行
を
受

け
て
「
若
い
世
代
が
将
来
に

夢
、
希
望
を
持
っ
て
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
安
全
、
安

心
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
。
高
等

学
校
等
へ
の
冷
房
設
備
の
設

置
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
「
わ
れ
わ
れ
建
築
設
備

業
界
の
大
き
な
使
命
で
あ
る

“
地
球
環
境
保
全
”
の
一
翼

を
担
う
者
と
し
て
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
等
を
駆
使
、
再

人
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組

み
を
訴
え
る
松
原
会
長

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

し
て
、低
炭
素
社
会
実
現
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

昨
年
度
に
行
っ
た
、
営
繕

工
事
に
お
け
る
働
き
方
改
革

等
に
つ
い
て
の
東
北
地
方
整

備
局
と
の
意
見
交
換
や
、
予

算
編
成
に
対
す
る
要
望
（
県

建
設
産
業
団
体
連
合
会
）、

県
入
札
制
度
に
対
す
る
意
見

（
県
総
合
設
備
協
会
）、
経
営

改
善
研
修
会
（
テ
ー
マ
・
働

き
方
改
革
関
連
法
案
の
公
布

を
踏
ま
え
て
）、
特
別
技
術

講
習
会
開
催
な
ど
の
事
業
報

告
、
決
算
を
承
認
。
令
和
元

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を

決
定
し
た
。

　

事
業
方
針
と
し
て
、
震
災

か
ら
の
復
興
と
地
方
創
生
の

支
援
と
合
わ
せ
、
進
行
す
る

地
球
温
暖
化
に
対
応
す
る
た

め
の
建
築
設
備
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

向
上
に
つ
な
が
る
空
調
衛
生

設
備
機
器
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
積
極
的
に
提
案
し
て
い
く

も
の
と
し
た
。

　

重
点
目
標
事
業
に
は
①
会

員
の
収
益
性
向
上
に
よ
る
経

営
安
定
に
関
す
る
事
業
②
空

調
衛
生
等
設
備
工
事
の
技
術

力
向
上
③
関
係
行
政
機
関
並

び
に
友
好
団
体
と
の
連
携
強

化
④
国
・
県
等
行
政
機
関
並

び
に
議
会
に
対
す
る
、
地
元

業
者
活
用
と
分
離
発
注
等

（
地
産
地
消
）
の
陳
情
、
請

願
⑤
若
年
技
術
者
、
技
能
者

の
確
保
と
育
成
⑥
労
働
安
全

衛
生
の
向
上
を
踏
ま
え
た
環

境
整
備
⑦
協
会
活
動
の
広
報

宣
伝
⑧
ｌ
Ｔ
化
社
会
へ
の
対

応
⑨
社
会
貢
献
等
⑩
県
立
テ

ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
協
力

⑪
会
員
の
親
睦
⑫
東
日
本
大

震
災
お
よ
び
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
・
創
生
支
援
の
協

力
⑬
社
会
保
険
加
入
推
進
―

の
13
項
目
を
設
定
し
た
。

　
「
会
長
直
轄
」「
総
務
委
員

会
」「
経
営
委
員
会
」「
技
術

委
員
会
」「
広
報
委
員
会
」

の
部
門
ご
と
、
実
施
細
目
を

決
め
た‌

∧
上
段
∨�​

。

　

専
務
理
事
の
退
任
に
伴
い

役
員
を
補
選
、
後
任
に
海
川

正
美
氏
を
選
任
し
た
。

　

快
適
な
人
間
社
会
環
境

と
地
球
環
境
保
全
を
担
う

産
業
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
協
会
事
業
の
拡
充
と

一
層
の
活
性
化
に
よ
っ

て
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る

地
域
の
建
築
設
備
産
業
と

社
会
的
地
位
の
向
上
を
目

指
す
と
し
て
、
次
の
実
践

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議
し

た
。

１
・
空
調
衛
生
設
備
工
事

業
の
重
要
性
と
役
割

を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

１
・
適
正
な
価
格
で
の
受

注
と
直
接
発
注
（
分

離
発
注
）
運
動
を
推

進
し
よ
う

１
・
地
球
環
境
保
全
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
積
極

的
に
取
り
組
も
う

１
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
し
、
福

島
県
の
復
興
・
創
生

に
会
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
も
う

　第36回通常総会（5月24日　於・ホ
テル辰巳屋）で決定した2019年度事
業の実施細目は次の通り。
‌■会長直轄部門■�​
1.建築設備産業の活性化を進展さ
せ、適正な受注活動を推進するた
め発注機関との懇談会の開催

2.広報パンフレットを媒介とする業
界イメージアップ運動

3.国、県等行政機関への陳情、請願
4.会員企業の労働環境整備を図るた
め、雇用管理研修会等の開催

5.社会貢献等事業の実施
6.福島県総合設備協会の活動及び設
備3団体との連携強化に関する事
業

7.友好団体との連携強化に関する事
業

‌■総務委員会部門■�​
　協会の運営及び活動の総括的管理
を掌握し、業界活性化のための事業
を行う。
1.協会活動の基本方針の策定
2.財政方針の策定
3.組織運営方策の協議
4.定款及び諸規程の改正検討
5.会員の叙勲、表彰等の選考
6.機関紙発行に関する財源の確保
7.県立テクノアカデミーへの協力
8.会員の親睦事業の実施
9.ホームページ運用に関する事項
10.他の委員会に属さない事項
11.親睦ゴルフコンペに関する事項

‌■経営委員会部門■�​
　会員企業の経営基盤強化を図るた
め、経営安定策として懇談会、研修
会等の事業を行う。
1.会員の経営体質の強化を図るた
め、経営改善研修会の開催

2.新分野への調査・研究
3.若年技術・技能者等の確保と育成
のため、業界活動の啓発

‌■技術委員会部門■�​
　建築設備技術の高度化・多様化に
対処するため、施工技術の向上、積
算歩掛等の実態調査、講習会及び懇
談会を開催する。
1.公共工事の適正施工を図るため、
技術講習会や関係法令勉強会の開
催

2.高度な設備技術を対象とした特別
技術講習会の開催

3.新システム（新規受託可能な分野）
の技術勉強会等の実施

4.工事検査評価と施工指導について
の研修会の実施

‌■広報委員会部門■�​
　協会の啓発、広報及び会員相互の
情報交換を図るため、機関紙「空衛
ふくしま」を発行するとともに業界
をＰＲする。
1.機関紙を発行するための広報委員
会の開催

2.建築設備業界の対外的啓発に関す
る事業の推進

2019年度事業実施細目

第
36
回
通
常
総
会

19
年
度
実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン

地球環境保全の一翼担う
技術駆使し地域社会に貢献

　

当
協
会
は
５
月
24
日
、
福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
第

36
回
通
常
総
会
＝
写
真
＝
を
開
い
た
。
協
会
活
動
と
し
て
、

他
団
体
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
入
札
制
度

の
見
直
し
、
発
注
の
平
準
化
や
公
共
工
事
予
算
の
継
続
的

確
保
に
引
き
続
き
注
力
す
る
一
方
、
全
産
業
的
に
課
題
と

な
っ
て
い
る
「
担
い
手
の
確
保
、
定
着
」「
働
き
方
改
革
」

に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
環
境
改
善
や
生
産
性
の
向
上
な

ど
、
魅
力
あ
る
建
設
産
業
実
現
に
向
け
て
関
連
団
体
と
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

○



（2）第 161 号 2019年 7月 10日

週
休
２
日
の
取
り
組
み

外
部
向
け
に
ア
ピ
ー
ル

日空衛総会

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
を
推
進

「
設
備
業
界
の
存
在
感
高
め
る
」

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
長
谷
川
勉
会
長
）
は

５
月
29
日
、
東
京
・
帝
国
ホ

テ
ル
東
京
で
第
71
回
定
時
総

会
を
開
い
た
。

　

働
き
方
改
革
の
推
進
や
、

今
年
度
に
本
運
用
が
始
ま
っ

た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
登

録
促
進
、
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
の
対
象
拡
大
へ
の
対
応

検
討
な
ど
、
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画
を
決
定
。
優
れ
た

技
術
、
品
質
の
確
保
と
、「
顧

客
満
足
度
の
向
上
」
を
最
大

の
目
的
と
し
て
、
空
調
衛
生

工
事
業
界
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

（
存
在
感
）
を
高
め
る
た
め
、

会
員
が
一
致
団
結
し
て
実
践

す
る
５
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
決
議
し
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
長

谷
川
会
長
を
再
任
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
第
39
期

の
初
年
度
と
し
て
、
中
期
ビ

ジ
ョ
ン「
日
空
衛
２
０
１
５
」

を
基
本
に
、
協
会
活
動
を
充

実
、
強
化
さ
せ
る
。

　

重
点
的
な
取
り
組
み
と
し

て
①
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の

先
導
役
と
し
て
の
空
調
衛
生

工
事
業
界
の
実
績
、独
自
性
、

重
要
性
の
ア
ピ
ー
ル
②
会
員

企
業
、
会
員
団
体
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
③
「
働
き

方
改
革
の
推
進
に
関
す
る
行

動
計
画
」
に
沿
っ
た
各
会
員

企
業
の
自
主
的
な
取
り
組
み

等
に
よ
る
、
業
界
全
体
の
長

時
間
労
働
の
是
正
推
進
④

「
日
空
衛
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」

等
を
活
用
し
た
人
材
の
確

保
、
育
成
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
等
の

担
い
手
確
保
、
育
成
対
策
へ

の
的
確
な
対
応
⑤
直
接
（
分

離
）
発
注
の
推
進
⑥
「
配
管
」

「
ダ
ク
ト
」
な
ど
登
録
基
幹

技
能
者
講
習
制
度
の
活
用
推

進
、
業
界
全
体
と
し
て
の
担

い
手
の
育
成
確
保
と
技
術
・

技
能
の
向
上
―
な
ど
を
掲
げ

た
。

　

実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
省
Ｃ
Ｏ

２

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
通
じ

て
地
球
環
境
の
保
全
を
推
進

し
よ
う
」「
法
令
の
遵
守
と

企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
事
業
運
営
を
徹
底
し
よ

う
」「
生
産
性
の
向
上
を
推

進
し
、
品
質
・
安
全
と
適
正

な
施
工
体
制
の
確
保
に
努
め

よ
う
」「『
働
き
方
改
革
』
に

正
面
か
ら
取
り
組
み
、
未
来

を
担
う
技
術
者
・
技
能
者
の

確
保
・
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
多
様
な
人
材
の
活
躍

を
推
進
し
よ
う
」「
空
調
衛

生
設
備
の
独
自
性
や
重
要
性

と『
直
接
発
注（
分
離
発
注
）』

の
必
要
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
、『
機
械
設
備
一
式
工
事
』

ま
た
は
『
空
調
衛
生
工
事
』

の
実
現
を
目
指
そ
う
」
の
５

項
目
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
開
い
た

開
催
し
た
理
事
会
・
諮
問
委

員
会
合
同
会
議
で
、
鈴
木
英

二
郎
国
土
交
通
省
大
臣
官
房

審
議
官
が
「
最
近
の
建
設
産

業
行
政
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

建
設
業
を
め
ぐ
る
動
向
を
解

説
し
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
小
野
利
廣
会
長
）
の
第
35

回
通
常
総
会
は
６
月
５
日
、

福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で

開
い
た
。
今
年
度
重
点
目
標

と
し
て
①
復
興
・
創
生
期
間

事
業
へ
の
積
極
的
な
協
力
②

県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

建
設
産
業
の
持
続
的
発
展
の

た
め
の
公
共
事
業
の
計
画
・

安
定
的
な
確
保
推
進
③
品
確

法
等
に
準
拠
し
た
入
札
制
度

や
設
計
積
算
の
推
進
④
元
・

下
関
係
等
適
正
な
生
産
シ
ス

テ
ム
の
推
進
⑤
働
き
方
改
革

へ
の
対
応
と
技
能
労
働
者
等

る
た
め
４
月
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
週
休
２
日
を
実
現
し
長

時
間
労
働
を
是
正
」
を
作
成

し
た
。
昨
年
３
月
に
ま
と
め

た
「
働
き
方
改
革
の
推
進
に

‌

松
原
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受

け
る
猪
狩
氏
（
左
）�​

推
進
へ
の
功
績
に
よ
り
、
今

総
会
で
専
務
理
事
を
退
任
し

た
猪
狩
哲
彦
氏
に
会
長
名
の

感
謝
状
を
贈
り
、
永
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

猪
狩
氏
は
、
平
成
24
年
５

月
か
ら
３
期
半
７
年
、
専
務

理
事
を
務
め
、
事
務
方
と
し

て
協
会
運
営
を
支
え
た
。

　

松
原
会
長
が
猪
狩
氏
に
感

謝
状
を
手
渡
し
、
そ
の
功
労

を
た
た
え
た
。

関
す
る
行
動
計
画
」の
中
に
、

発
注
者
に
理
解
を
求
め
る
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
活
用
を

位
置
付
け
て
い
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
①
現
状

②
政
府
・
経
済
界
の
動
き
③

取
り
組
み
―
の
３
項
目
で
柱

立
て
を
し
、
現
状
と
し
て
、

建
設
就
業
者
の
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
で
、
建
設
業
に
お

け
る
年
間
総
実
労
働
時
間

が
、
２
０
１
７
年
度
ベ
ー
ス

で
２
０
５
４
時
間
と
、
他
産

業
と
比
べ
３
０
０
時
間
以
上

長
く
、
年
間
出
勤
日
数
も
他

産
業
よ
り
30
日
多
い
２
５
２

日
、
技
術
者
等
の
休
日
も
４

週
８
休
は
８
・
５
％
と
１
割

に
も
満
た
ず
、
半
分
近
く
は

週
１
日
以
下
と
い
う
実
態
を

示
し
て
い
る
。

　

日
空
衛
の
行
動
計
画
で

は
、
生
産
性
向
上
や
効
率
化

な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
改
正

労
働
基
準
法
に
よ
る
時
間
外

労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
２
０
２
４
年
ま
で

に
、
段
階
的
に
時
間
外
労
働

時
間
を
減
ら
し
て
い
く
自
主

目
標
と
、
週
休
２
日
を
定
着

さ
せ
る
た
め
の
目
標‌

∧
別

図
∨�​

を
設
定
し
て
い
る
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
こ
の

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
技
術
者
を
対
象

と
し
た
設
計
・
施
工
・
管
理

等
の
研
修
充
実
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
導
入
、
技
術

開
発
等
に
よ
る
施
工
の
省
力

化
や
生
産
効
率
の
向
上
に
加

え
、
設
計
精
度
の
向
上
や
施

工
管
理
の
向
上
な
ど
、
関
係

機
関
、
団
体
と
連
携
し
た
取

り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。

　

現
場
に
お
け
る
設
計
、
施

工
上
の
問
題
点
も
、
参
考
事

例
と
し
て
列
挙
し
た
。

　

日
空
衛
は
、
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
沿
っ
て
、
会
員
各

社
が
自
ら
の
改
革
を
進
め
る

よ
う
促
す
と
と
も
に
、
工
事

発
注
者
に
対
し
て
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
週
休

２
日
と
長
時
間
労
働
の
是
正

に
理
解
を
求
め
て
い
く
。

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、長
谷
川
勉
会
長
）
は
、

週
休
２
日
推
進
の
取
り
組
み

を
外
部
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
す

　

総
会
の
席
上
、
協
会
事
業

日
空
衛
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
事

業
計
画
を
決
め
た
総
会（
上
）

と
会
員
各
社
の
取
り
組
み
を

求
め
る
長
谷
川
会
長

の
入
職
・
育
成
・
定
着
の
推

進
―
な
ど
８
項
目
を
設
定
。

重
点
目
標
に
基
づ
く
事
業
計

画
を
決
め
た
。

　

公
共
事
業
の
確
保
に
向
け

て
、
関
係
省
庁
や
県
議
会
等

に
要
望
活
動
を
行
う
ほ
か
、

懇
談
会
や
専
門
工
事
業
部
会

で
適
正
な
建
設
生
産
シ
ス
テ

ム
や
若
年
者
確
保
に
つ
い
て

会
員
相
互
の
情
報
共
有
、
改

善
を
図
る
。
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
建
設
業
振
興
に

向
け
た
産
学
官
の
連
携
に
も

引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

新
規
事
業
と
し
て
「
建
設

業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
セ

ミ
ナ
ー
」
も
企
画
し
た
。

　

席
上
、
建
設
産
業
の
社
会

的
地
位
向
上
や
所
属
団
体
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
会
員

団
体
の
役
員
等
を
会
長
表
彰

し
た
。
当
協
会
か
ら
糸
井
和

幸
理
事
が
表
彰
を
受
け
た
。

公共事業

安
定
確
保
な
ど
重
点

県
建
産
連

が

総

会　

糸
井
理
事
に
会
長
表
彰

　第36回通常総会後、懇親会を開き、新関永

県土木部建築担当次長、吉田栄光県議会議長、

太田光秋自民党県支部連合会幹事長、長谷川

浩一県建設業協会長ら来賓、賛助会員と歓談

した。

　初めに松原会長があいさつし、復興公営住

宅や大規模復興拠点など、震災、原子力災害

からの復興事業への取り組みを振り返るとと

もに「当協会は、快適な人間社会環境と地球

環境保全を担う産業としての誇りを持ち、活

力と魅力のある地域の建築設備産業の地位向

上を目指しており、その大きな使命でもあり、

地球環境保全の一翼を担う者として、低炭素

社会の実現に、積極的に取り組む」と強調。「県

建設産業団体連合会を中心に連携し、ともに

行動して、業界の地位向上を目指し、諸問題

解決に努めていく」と力を込めた。

　来賓の新関次長が祝辞を述べ「県内では復

興・再生への光が一層輝きを見せており、建

設業でも担い手の確保、育成、長時間労働の

是正などの働き方改革や環境改善の動きは着

実に広がりを見せている」として、その取り

組みを求めるとともに「新エネ、再生可能エ

ネルギーの導入や、低炭素社会に向けた省エ

ネ、省資源に適合した空調設備機器へのリ

ニューアルなど、協会への期待は大きい」と

し、環境負荷の少ない安全で快適な生活環境

づくりに、会員の一層の協力を求めた。

　吉田議長は「震災から8年余が経過し、本

県の復興に向けた歩みは着実に前進している

が、避難地域の再生や根強い風評への対応、

少子高齢化が進む中

での担い手の確保・

育成など、乗り越え

ていかなければなら

ない課題が山積して

いる」と述べ、「復興・

創生期間も残り2年、

本県の再生をさらに

前に進めていくため

には、県民の安全安

心を支える社会生活

基盤の整備が重要で

あり、優れた技術力

と高い信頼性を兼ね

備えた協会会員の一

層の力添えが不可欠だ」として、会員企業の

技術力発揮を訴えた。

　太田幹事長の発生で乾杯し、来賓らと和や

かに懇談、親交を深めるとともに本県の復興・

創生への貢献を改めて誓った。

関係諸機関、団体等と親交を深めた懇親会

‌

祝
辞
を
述
べ
る
新
関
次
長
（
上
）
と
吉
田
議
長�​

誇り持ち地球環境保全に一役通常総会 
懇 親 会

退

任

の

猪

狩 

専
務
に
感
謝
状

協
会
事
務
に
７
年
従
事
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東
北
地
整
と
意
見
交
換

働
き
方
改
革
、担
い
手
確
保
、生
産
性
向
上

　

４
月
か
ら
新
た
に
会
津

大
学
へ
赴
任
し
ま
し
た
野

﨑
伸
吾
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
さ
て
、
わ
た
し
の
会

津
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た

わ
け
で
す
が
、
久
し
ぶ
り

に
中
通
り
を
離
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
さ
さ
い
な
出
会

い
で
も
新
鮮
に
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
少
し
つ
ぶ
や
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
３
月
31
日
の
夕
暮
れ
時

に
体
ひ
と
つ
で
引
っ
越
し

を
し
て
、
４
月
の
最
初
の

週
は
雪
が
舞
う
日
も
あ
り

会
津
の
寒
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。（
す
い
ま
せ
ん
、

負
け
ま
し
た
）

②
城
西
町
に
住
ん
で
い
ま

す
。
と
い
う
こ
と
で
、
ほ

か
に
は
城
東
町
、城
南
町
、

城
北
町
も
あ
り
ま
す
。
お

ま
け
に
城
前
も
あ
り
ま

す
。（
通
勤
し
な
が
ら
毎

日
お
城
を
見
て
い
ま
す
）

③
桜
の
時
期
に
は
鶴
ヶ
城

の
花
見
で
す
が
、
桜
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
お
城
を
背

景
に
贅
沢
な
花
見
を
満
喫

し
ま
し
た
。（
安
心
し
て

下
さ
い
、
お
堀
に
は
落
ち

ま
せ
ん
で
し
た
）

④
早
い
も
の
で
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
の
は
も
う

２
カ
月
を
経
過
し
て
半
袖

を
着
て
い
る
時
期
で
す

が
、
気
温
30
度
を
超
え
る

日
も
あ
り
朝
昼
の
温
度
差

に
体
が
驚
い
て
い
ま
す
。

（
こ
れ
で
２
敗
目
で
す
）

⑤
夕
日
が
沈
む
方
へ
近
づ

い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

夕
暮
れ
時
は
夕
日
が
一
段

と
き
れ
い
に
感
じ
ま
す
。

（
←
巨
人
の
星
か
）

⑥
歓
迎
会
の
席
は
も
ち
ろ

ん
日
本
酒
で
乾
杯
で
し
た

が
、
空
き
っ
腹
に
日
本
酒

が
し
み
わ
た
る
あ
の
感
覚

は
た
ま
り
ま
せ
ん
。（
や

ら
か
さ
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
す
）

⑦
ア
パ
ー
ト
に
帰
る
と
夜

の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
蛙
の
大
合
唱

で
、
こ
れ
が
妙
に
落
ち
着

き
ま
す
。（
ち
な
み
に
朝

の
目
覚
ま
し
は
小
鳥
の
鳴

き
声
で
す
）

⑧
今
ま
で
知
っ
て
い
た

「
自
炊
」
と
い
う
言
葉
が
、

学
生
た
ち
の
間
で
は
別
の

意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と

初
め
て
知
り
ま
し
た
。（
こ

れ
は
会
津
だ
か
ら
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
大
学
特

有
の
あ
る
あ
る
で
す
）

⑨
会
津
大
学
の
学
食
で
は

「
金
沢
カ
レ
ー
」
が
食
べ

ら
れ
ま
す
。（
ご
当
地
グ

ル
メ
の
カ
レ
ー
焼
き
そ
ば

は
ま
だ
食
べ
て
い
ま
せ

ん
）

⑩
単
身
赴
任
で
ス
ー
パ
ー

の
総
菜
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

ニ
シ
ン
の
天
ぷ
ら
や
饅
頭

の
天
ぷ
ら
が
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
店
頭
へ
並
ん
で

い
て
、
会
津
の
味
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。（
饅
頭
の

天
ぷ
ら
は
醤
油
を
か
け
て

食
べ
る
の
も
あ
り
な
ん
だ

そ
う
で
す
）

　

と
こ
ろ
で
、
何
故
こ
の

タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
の
か

と
い
う
と
、
あ
る
日
ラ
ジ

オ
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

「
始
ま
っ
た
ら
終
わ
る
ん

だ
よ
」
と
い
う
会
話
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

聞
い
た
時
は
「
そ
ん
な

当
た
り
前
の
こ
と
を
何
で

改
め
て
言
う
ん
だ
ろ
う
」

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
に
人
生
に
例
え
る
と
な

ん
て
話
が
続
く
と
、
な
ん

だ
か
哲
学
的
な
言
葉
に
思

え
て
頭
に
残
っ
た
か
ら
で

す
。

　

今
の
自
分
に
例
え
る
と

会
津
と
の
出
会
い
か
な
、

そ
し
て
旅
立
つ
時
に
は
ど

ん
な
思
い
出
が
待
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
会

津
の
出
会
い
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
れ

か
ら
み
な
さ
ん
に
も
訪
れ

る
様
々
な
「
始
ま
り
と
終

わ
り
」
が
、
良
い
出
会
い

と
思
い
出
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
し
て
、
こ
こ
で

終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
ま
で
お
付
き

合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
協
会
会
員
企
業
が
受
賞

始
ま
り
と
終
わ
り

公
立
大
学
法
人
会
津
大
学
事
務
局

総
務
予
算
課
副
課
長　

野
﨑
　
伸
吾

　

東
北
地
方
整
備
局
と
当
協

会
、
県
電
設
業
協
会
（
大
槻

博
太
会
長
）
の
意
見
交
換
会

は
４
月
24
日
、
福
島
市
の
県

電
協
会
館
で
開
い
た
。
東
北

地
整
が
営
繕
・
電
気
通
信
設

備
工
事
に
関
す
る
各
種
施
策

を
情
報
提
供
。
２
団
体
か
ら

は
働
き
方
改
革
、
生
産
性
向

上
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
東
北
地
整

が
、
局
の
施
策
等
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
空
調
、
電
気

設
備
業
界
の
現
状
、
課
題
を

直
接
聞
き
、
今
後
の
行
政
運

営
の
参
考
に
し
よ
う
と
毎
年

開
い
て
い
る
。

　

東
北
地
整
の
垣
原
清
次
企

画
部
防
災
情
報
調
整
官
、
神

鳥
博
俊
営
繕
部
設
備
技
術
対

策
官
、
佐
々
木
徹
同
保
全
指

導
・
監
督
室
長
、
浅
井
一
成

同
整
備
課
長
補
佐
、
齋
藤
武

福
島
河
川
国
道
事
務
所
防
災

課
長
、
当
協
会
か
ら
松
原
兼

一
会
長
と
大
内
弘
之
副
会

長
、
根
本
剛
、
坂
本
憲
弘
、

安
部
井
省
治
、
糸
井
和
幸
各

理
事
、
猪
狩
哲
彦
専
務
、
電

設
業
協
会
か
ら
大
槻
会
長
ら

幹
部
が
出
席
し
た
。

　

神
鳥
対
策
官
が
「
こ
れ
ま

で
は
不
調
不
落
対
策
が
意
見

交
換
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、

働
き
方
改
革
や
担
い
手
確

保
、
生
産
性
向
上
な
ど
新
た

な
課
題
も
出
て
き
て
い
る
。

率
直
な
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

東
北
地
整
が
営
繕
工
事
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り

組
み
と
し
て
①
公
共
建
築
工

事
に
お
け
る
発
注
者
の
役
割

②
営
繕
工
事
に
お
け
る
生
産

性
向
上
技
術
の
活
用
③
工
事

関
係
図
書
等
の
一
層
の
省

略
・
集
約
化
④
技
術
者
等
の

公
表
・
顕
彰
―
を
紹
介
。
営

繕
積
算
方
式
活
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
や
、
電
気
通
信
設

備
工
事
の
今
年
度
入
札
契
約

手
続
き
、
発
注
予
定
な
ど
も

説
明
し
た
。

　

働
き
方
改
革
や
生
産
性
向

上
に
関
す
る
現
状
、
課
題
等

で
意
見
を
交
わ
し
た
。

北
東
棟
機
械
設
備
改
築
工
事

＝
㈱
興
栄
設
備　

現
場
代
理

人
・
齋
藤
浩
史
①
工
事
概
要

＝
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
延
べ
１

９
０
５
・
88
平
方
㍍
給
排
水

衛
生
設
備
、
空
気
調
和
各
設

備
等
一
式
②
工
事
場
所
＝
城

北
町
地
内

　

今
年
度
の
優
良
建
設
工
事

に
は
８
部
門
８
件
を
選
定
し

た
。
表
彰
式
は
７
月
11
日
、

同
市
の
會
津
稽
古
堂
で
。

　
【
い
わ
き
市
】
▼
土
木
部

門
▽
㈱
大
倉
工
業
所
＝
錦
町

江
栗
一
丁
目
配
水
管
（
第
３

１
２
―
２
号
ほ
か
）
改
良
工

事
　

18
年
度
竣
工
し
た
請
負
額

５
０
０
万
円
以
上
の
土
木
工

事
、
１
０
０
０
万
円
以
上
の

建
築
・
設
備
工
事
で
、
工
事

成
績
評
定
点
80
点
以
上
の
３

５
７
件
（
土
木
１
９
４
件
、

建
築
39
件
、
設
備
54
件
）
の

中
か
ら
選
定
し
た
。
表
彰
式

は
７
月
17
日
、
市
役
所
で
。

部
門
６
工
事
を
選
定
し
た
。

　

新
斎
場
は
施
設
の
老
朽
化

等
に
伴
い
、
現
地
建
て
替
え

し
た
。
受
賞
工
事
は
建
物
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
延
べ
３
０
９

７
・
73
平
方
㍍
の
給
排
水
衛

生
設
備
工
事
一
式
、
渡
利
字

仏
根
地
内
。

　
【
会
津
若
松
市
】
▼
水
道

施
設
部
門
▽
㈱
ア
ク
ー
ズ
会

津
＝
老
朽
管
更
新
事
業
蚕
養

町
配
水
管
布
設
替
工
事　

現

場
代
理
人
・
二
瓶
家
治
①
工

事
概
要
＝
配
水
管
布
設
替
Ｄ

Ｉ
Ｐ
（
Ｎ
Ｓ
形
）
φ
５
０
０

㍉
×
Ｌ
１
０
２
・
６
㍍
、
同

（
Ｇ
Ｘ
形
）
φ
１
０
０
㍉
×

Ｌ
１
０
２
・
８
㍍
、
配
水
管

接
続
替
工
５
カ
所
ほ
か
②
工

事
個
所
＝
蚕
養
町
地
内
▼
機

械
設
備
部
門
▽
城
北
小
学
校

　

福
島
、
会
津
若
松
、
い
わ

き
各
市
の
２
０
１
９
年
度
優

良
建
設
工
事
表
彰
を
、
当
協

会
会
員
企
業
が
施
工
し
た
次

の
工
事
が
受
賞
し
た
。

　
【
福
島
市
】
▼
設
備
部
門

▽
コ
バ
ッ
ク
ス
㈱
＝
新
斎
場

整
備
事
業
・
給
排
水
衛
生
設

備
工
事　

現
場
代
理
人
・
高

橋
剛

　

表
彰
式
は
７
月
９
日
、
同

市
の
福
島
テ
ル
サ
で
行
わ
れ

た
。
コ
バ
ッ
ク
ス
は
２
年
連

続
、
通
算
５
度
目
の
受
賞
。

　

今
年
度
の
優
良
建
設
工
事

は
、
18
年
度
検
査
対
象
工
事

（
５
０
０
万
円
以
上
）
２
６

１
件
の
う
ち
、
各
関
係
部
局

が
推
薦
し
た
13
件
か
ら
、
６

福　島　市　コバックス 
会津若松市　アクーズ会津
会津若松市　興栄設備 
い わ き 市　大倉工業所

３

市

の

優

良 

建
設
工
事
表
彰

働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上

の
取
り
組
み
な
ど
で
意
見
を

交
わ
し
た
会
議

退任あいさつ
　　　　　　　　　　　　前専務理事　猪狩 哲彦

　私は7年前の4月からこの空衛協会の事務
所にお世話になることになりました。
　そこには事務員の根本さん（9時～ 15時
勤務）がいて、これまでずっと2人での業務
でしたが、今年の4月からは、後任の海川専
務も入ってきて2カ月間は3人で仕事をしま

した。
　朝、出勤して、ポットでお湯を沸かし、夕方片付ける、そ
んな日課ですが、前の職場では、自分のことは全て自分でやっ
ていたので自然の雑用です。そして新任の海川専務もすぐに
馴染んで毎日やっています。
　この事務所は福島市の街の中にある福島地区管工事会館の3
階の2室（うち1室は会議室に使用）を借りていて、近くには
学校、市役所（銀行あり）、郵便局、スーパー、コンビニもあり、
利便性が高く、大変立地条件のいいところです。
　当協会の事務所も、以前は、他の団体が多く入っている福
島県建設センターの中に入っていましたが、賃借料金・維持費
用の安いこちらの建物に移ったそうで、当初の予算案、そし
て年度末の決算書を作るときには、大変助かっています。
　事務所は、建物の最上階に在り、西妻側で、南側全面はガ
ラスのサッシです。
　断熱材の入っていない建物で、天井埋込型の少し古いエア
コンが1台設置されています。当然容量は満たされていないの
で、冬の暖房は、灯油のファンヒーターを2台使用して暖を取っ

ています。そして夏の冷房は、ぎりぎり熱中症にならないく
らいの効き具合なのですが、室の出入りの際の外気との温度
差が少なく、冷えすぎることもないので絶対に冷房病にはな
りません。
　幸いにも2人とも強い冷房を望まず、ほどほど暑さには耐え
られるので、丁度良い加減でしたが、最良の室内環境の提供
をアピールしている我が空衛協会としての事務所は、趣のあ
るいい感じです。
　この事務所は、毎日、周りの雑・騒音はよく聞こえますが、
周りから干渉されることもなく、心は穏やかに静かに過ごせ
て、ゆっくりと昼寝も出来るところですが、不思議に、昼休
みも含めて昼寝はしなかったのでした。
　こんな感じの協会事務所ではありますが、地球温暖化対策
として空調衛生設備での環境問題対応を訴え発信しています。
　毎夕方4時半頃になると、1階の外に置かれている郵便受け
を見に行きます。郵政民営化の後は郵便の配達時間が遅くな
り、それでもまだ配達されていない時もあります。
　そして帰りは、3階を超えてそのまま屋上出口に続く階段を
駆け上がってから事務所に戻り、運動不足解消を図っていま
した。
　こんな勤務状況でしたが、前会長、そして現在の松原会長
の「会員の和」「地元の力」をモットーとした協会のまとまり
により、実際は関係している人間が大変良かったのではない
かと感謝しております。会長はじめとして、副会長、役員、
会員、そして極め付きは顧問、皆さん親しく、気兼ねなく会話・
交流ができました。

　そして7年2カ月の間面倒を見ていただいた根本さんも含め
て、皆様には大変お世話になりました。
　これまでの書いた中身から、私が全く仕事をしてこなかっ
たように誤解されるかもしれないので釈明です。紙面の都合
上でイッパイこなした仕事は、奥ゆかしいので省略しました。
　後任の海川専務、そして根本さん、よろしく頑張ってくだ
さい。

新任あいさつ
　　　　　　　　　　　　専務理事　海川 正美

　先日の総会で専務理事に選任いただきま
した海川正美と申します。
　4月から事務局として猪狩前専務と根本
さんにいろいろ聞きながら業務を行ってき
ました。まだまだ分からないことばかりで
すが、「会員の和」をモットーに当協会の

発展に向けて努めてまいりますので、皆さまのご支援よろし
くお願いいたします。
　‌【プロフィール】�​
▽出身地等＝福島市出身、昭和34年生まれ。県立保原高校卒業、
岩手大学電気工学科卒
▽経歴＝昭和56年4月日本国有鉄道に入社（信号設備の設計、
工事監理）、昭和62年3月国鉄民営化に伴い退社。昭和62年4月
から福島県土木部設備職員として32年間勤務し、平成31年3月
公立大学法人会津大学副課長を最後に退職。
▽資格＝建築設備士、第2種電気主任技術者、ビル管等
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働
き
方
改
革
関
連
法
が
施

行
さ
れ
、
就
業
規
則
・
社
内

規
程
の
見
直
し
確
認
中
に
、

紙
面
に
気
に
な
る
見
出
し

「
管
理
職 

高
い
死
亡
率
」「
日

本
の
管
理
職 

短
命
？
」
の

文
字
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

日
本
の
管
理
職
や
専
門
職

の
男
性
は
他
の
労
働
者
に
比

べ
死
亡
率
が
高
く
、
管
理
職

の
方
が
健
康
な
欧
州
と
は
異

な
っ
た
傾
向
の
健
康
格
差
が

あ
る
こ
と
が
、
東
京
大
な
ど

が
行
っ
た
国
際
比
較
で
分
か

っ
た
そ
う
で
す
。

　

死
亡
率
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
１
９
９
０
年
代
後
半
に
上

昇
。
現
場
の
仕
事
と
組
織
運

営
を
兼
ね
る
「
プ
レ
ー
イ
ン

グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
化
や
組
織

縮
小
で
心
身
の
負
担
が
増
し

た
影
響
を
引
き
ず
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
、
２
０
０
０
年
代

以
降
は
低
下
傾
向
に
あ
る

が
、
一
部
専
門
職
を
労
働
時

間
規
制
か
ら
外
す
「
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

が
で
き
る
な
ど
逆
行
す
る
動

き
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
時
間

の
自
己
管
理
が
建
前
の
管
理

職
は
、
自
ら
を
長
時
間
労
働

に
追
い
込
み
が
ち
だ
と
指
摘

し
て
い
ま
し
た
。
欧
州
は
90

年
代
か
ら
一
貫
し
て
、
経
営

者
や
中
間
管
理
職
、
医
療
職

や
教
員
ら
の
「
管
理
職
と
専

門
職
」
よ
り
「
事
務
・
サ
ー

ビ
ス
系
」「
工
場
や
運
輸
な

ど
肉
体
労
働
系
」
の
死
亡
率

が
高
か
っ
た
が
、
日
本
は
90

年
代
後
半
以
降
、
管
理
職
と

専
門
職
が
他
の
２
グ
ル
ー
プ

よ
り
高
い
状
態
で
あ
り
、
主

な
原
因
は
ガ
ン
と
自
殺
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
労
働
者
の
健
康
確

保
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る

観
点
か
ら
、
安
衛
法
も
改
正

さ
れ
、
す
べ
て
の
労
働
者
を

対
象
と
し
た
労
働
時
間
の
把

握
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
時
間
の
把
握
義
務
に

つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

お
よ
び
通
達
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
労
基
法
上
の

時
間
外
割
増
賃
金
を
適
正
に

支
払
う
た
め
に
労
働
時
間
を

客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
管
理

監
督
者
や
裁
量
労
働
制
の
適

用
者
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

建
設
業
も
２
０
２
４
年
４

月
か
ら
時
間
外
労
働
の
罰
則

付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
休
日
や
残
業
の
管
理

が
難
し
い
業
種
で
は
あ
り
ま

す
が
、
管
理
職
を
含
め
た
長

時
間
労
働
の
是
正
や
週
休
２

日
制
導
入
な
ど
働
き
方
改
革

を
進
め
、若
い
人
材
の
入
職
、

定
着
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

広 報 委 員

鈴 木 啓 伸

　

私
は
、
管
理
部
に
所
属

し
て
お
り
、
主
に
お
客
様

窓
口
対
応
、
営
業
部
、
工

事
部
等
の
事
務
を
こ
な
し

て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
部

門
と
の
連
携
が
多
く
、「
報

連
相
」
の
大
切
さ
を
、
改

め
て
感
じ
る
場
面
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、

お
客
様
か
ら
の
修
理
依
頼

の
連
絡
を
受
け
れ
ば
、
修

理
担
当
者
へ
連
絡
し
、
内

容
を
報
告
の
上
、
時
間
調

整
し
お
客
様
へ
折
り
返
し

連
絡
す
る
の
で
す
が
、
担

当
者
が
対
応
出
来
な
い
場

合
な
ど
は
他
の
担
当
者
へ

相
談
し
、
お
客
様
の
立
場

と
な
っ
て
早
急
な
対
応
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

会
津
地
方
は
特
に
、
冬

期
間
は
凍
結
修
理
が
多

く
、
一
日
に
何
十
件
も
の

対
応
が
迫
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

自
分
で
は
伝
え
た
つ
も
り

が
、
相
手
に
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
や
、
連
絡
し

た
つ
も
り
が
重
な
る
修
理

依
頼
で
、
つ
い
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
り
、「
報
連

相
」
の
一
つ
で
も
怠
っ
て

し
ま
う
と
大
変
な
ミ
ス
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
、
直
接
修
理
を

す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す

が
、
お
客
様
か
ら
の
「
あ

り
が
と
う
」
を
頂
く
た
め

に
、
今
後
も
丁
寧
な
受
付

と
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
を
心

が
け
る
事
で
、
仕
事
へ
の

や
り
が
い
に
も
繋
が
っ
て

い
く
も
の
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
し
て
自
ら
、「
報
連

相
」
の
重
要
性
を
発
信
で

き
る
よ
う
な
人
材
と
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
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花 籠花 籠

「
報
連
相
」

鈴

木

敬

子
さ
ん

㈱
ア
ク
ー
ズ
会
津

空
衛
協
の
う
ご
き

‌【
４
月
】�​

▽
１
日　

海
川
事
務
局
長
着

任▽
２
日　

新
年
度
挨
拶
回
り

（
松
原
会
長
、
猪
狩
専
務
、

海
川
局
長
）
県
庁
他

▽
９
日　

伊
藤
税
理
士
に
よ

る
決
算
監
査
指
導
（
根
本
事

務
員
、
猪
狩
専
務
、
海
川
局

長
）
協
会
事
務
所

▽
10
日　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津
入
学
式
（
安
部

井
会
津
支
部
長
）
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
会
津

▽
10
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
30
年
度
第
10

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
23
日　

平
成
30
年
度
決
算

監
査
会
（
監
事
、
会
長
、
会

計
理
事
、
事
務
局
）
協
会
事

務
所

▽
23
日　

２
０
１
９
年
度
第

１
回
役
員
会
・
理
事
会
（
正

副
会
長
、
理
事
、
監
事
）
協

会
会
議
室

▽
24
日　

東
北
地
方
整
備
局

営
繕
部
と
の
意
見
交
換
会

（
松
原
会
長
、
副
会
長
、
支

部
長
）
電
協
会
館

‌【
５
月
】�​

▽
９
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
元
年
度
第
１
回

参
与
会
（
猪
狩
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
社
会

推
進
セ
ン
タ
ー
令
和
元
年
度

第
１
回
役
員
会（
松
原
会
長
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会　

第
22
回
理
事
会

（
松
原
会
長
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー

▽
22
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
16
回
定
時
社
員

総
会
・
懇
親
会
（
松
原
会
長
）

仙
台
市
・
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん

▽
22
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
第
17
回
通

常
総
会
（
松
原
会
長
）、
同

講
演
会
（
海
川
事
務
局
長
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
24
日　

当
協
会
第
36
回
通

常
総
会
・
懇
親
会
・
正
副
会

長
支
部
長
総
会
議
長
会
議

（
松
原
会
長
、
他
会
員
）
ホ

テ
ル
辰
巳
屋

▽
27
日　

県
建
築
士
事
務
所

協
会
第
７
回
定
時
総
会
懇
親

会
（
松
原
会
長
）
ホ
テ
ル
辰

巳
屋

▽
28
日　

県
建
築
設
計
協
同

組
合
第
54
回
通
常
総
会
懇
親

会
（
松
原
会
長
）
ホ
テ
ル
辰

巳
屋

▽
29
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
71
回
定
時
総
会

（
松
原
会
長
）
帝
国
ホ
テ
ル

▽
29
日　

県
フ
ロ
ン
回
収
事

業
協
会
第
14
回
通
常
総
会

（
海
川
専
務
）
ザ
・
セ
レ
ク

ト
ン
福
島

▽
31
日　

県
電
設
業
協
会
第

69
回
定
時
総
会
懇
親
会
（
松

原
会
長
）
ホ
テ
ル
辰
巳
屋

▽
31
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
元
年
度
第
２
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

‌【
６
月
】�​

▽
５
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
35
回
通
常
総
会

（
松
原
会
長
、
海
川
専
務
）、

同
第
23
回
理
事
会
（
松
原
会

長
）、
同
会
長
表
彰
（
糸
井

和
幸
氏
）
ホ
テ
ル
辰
巳
屋

▽
７
日　

県
設
備
設
計
事
務

所
協
会
第
39
回
総
会
懇
親
会

（
松
原
会
長
）
ホ
テ
ル
辰
巳

屋▽
７
日　

県
建
築
安
全
機
構

令
和
元
年
度
第
１
回
理
事
会

（
猪
狩
前
専
務
）
県
建
設
セ

ン
タ
ー

▽
７
日　

第
36
回
県
建
築
文

化
賞
に
係
る
主
催
者
・
協
賛

団
体
等
合
同
会
議
（
海
川
専

務
）
自
治
会
館

▽
11
日　

２
０
１
９
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
事

務
室

▽
11
日　

県
歴
史
的
建
造
物

保
全
活
用
促
進
協
議
会
第
６

回
総
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
12
日　

自
民
党
県
議
会
入

札
制
度
改
革
検
討
会
自
民
党

意
見
交
換
会
（
松
原
会
長
、

海
川
専
務
）
ザ
・
セ
レ
ク
ト

ン
福
島

▽
13
日　

２
０
１
９
年
度
第

１
回
経
営
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
経
営
委
員
）
協
会
事

務
室

▽
13
日　

２
０
１
９
年
度
第

１
回
技
術
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
技
術
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
14
日　

県
浄
化
槽
協
会
第

７
回
定
時
総
会
懇
親
会
（
海

川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

▽
21
日　

県
建
築
士
会
第
69

回
通
常
総
会
表
彰
式
（
根
本

県
中
・
県
南
支
部
長
）
白
河

市
・
コ
ミ
ネ
ス

‌【
７
月
】�​

▽
３
日　

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
が

ん
ば
ろ
う
！
東
北
（
海
川
専

務
）
仙
台
市
・
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル

▽
３
日　

２
０
１
９
年
度
第

１
回
総
務
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
総
務
委
員
）
ザ
・
セ

レ
ク
ト
ン
福
島

▽
３
日　

猪
狩
前
専
務
送
別

会
（
松
原
会
長
他
）
ザ
・
セ

レ
ク
ト
ン
福
島

▽
４
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
元
年
度
第
３
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
４
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
構
成
団
体
事
務
打
ち

合
わ
せ
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
９
日　

地
域
に
生
き
る
建

設
企
業
経
営
講
座
（
希
望
会

員
）
い
わ
き
合
同
庁
舎

▽
９
日　

福
島
地
区
管
友
会

第
53
回
定
時
総
会
懇
親
会

（
海
川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ

▽
10
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
元
年
度
第
３

回
理
事
会
・
歓
迎
会
（
松
原

会
長
）
宮
城
県
管
工
事
会
館

支

部

総

会

　

‌【
県
北
支
部
】�​

５
月
17
日
、

福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で

開
催
。
大
内
弘
之
支
部
長
が

「
復
興
需
要
の
終
息
、
人
手

不
足
、
資
機
材
の
高
騰
な
ど

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
。
会
員
の
業
績
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
分
離
発
注
、

地
元
活
用
、
総
合
評
価
の
導

入
な
ど
を
関
係
機
関
に
要
望

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

と
し
て
①
建
築
設
備
工
事
の

直
接
（
分
離
）
発
注
の
陳
情

②
技
術
力
の
向
上
お
よ
び
経

営
体
質
の
強
化
③
友
好
団
体

と
の
連
携
強
化
④
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
へ
の
積
極
的
な
対
応
⑤

会
員
相
互
の
連
携
と
親
睦
⑥

震
災
復
興
・
創
生
支
援
協
力

―
を
決
め
た
。

　

‌【
県
中
・
県
南
支
部
】�​

５

月
14
日
、
郡
山
市
管
工
事
協

同
組
合
会
館
で
開
催
。
他
団

体
と
の
交
流
・
意
見
交
換
会

な
ど
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
を
決
め
た
。

　

根
本
剛
支
部
長
が
「
建
築

設
備
工
事
の
重
要
性
を
周
知

す
る
と
と
も
に
技
術
力
、
経

営
力
の
向
上
に
努
め
、
厳
し

い
時
代
を
乗
り
越
え
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

19
年
度
事
業
計
画
は
①
県

中
・
県
南
建
設
事
務
所
と
の

懇
談
会
開
催
②
電
設
業
協
会

各
支
部
・
設
備
設
計
事
務
所

協
会
県
中
・
県
南
支
部
と
の

交
流
、
意
見
交
換
会
③
３
支

部
（
県
北
、
会
津
、
浜
）
交

流
会
の
実
施
④
県
南
支
部
市

町
村
分
離
発
注
と
地
元
業
者

発
注
の
要
望
⑤
新
規
会
員
の

入
会
促
進
⑥
災
害
復
旧
協
定

に
基
づ
く
支
援
⑦
各
種
講
習

会
の
開
催
―
な
ど
。

　

‌【
会
津
支
部
】�​

５
月
14
日
、

会
津
若
松
市
の
萬
花
楼
で
開

催
。
安
部
井
省
治
支
部
長
が

あ
い
さ
つ
し
「
地
元
企
業
の

優
位
性
や
経
済
効
果
な
ど
も

含
め
、
首
長
へ
設
備
分
離
発

注
を
継
続
要
望
す
る
。
理
解

が
進
む
こ
と
で
、
若
手
育
成

を
含
め
た
各
社
の
働
き
方
改

革
に
も
つ
な
が
る
よ
う
努
め

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

２
０
１
９
年
度
事
業
は
、

発
注
機
関
や
県
議
会
議
員
に

入
札
制
度
に
関
す
る
要
望
を

行
う
ほ
か
、
県
電
設
業
協
会

会
津
支
部
と
合
同
で
、
県
建

設
事
務
所
や
会
津
大
学
と
意

見
交
換
会
を
開
く
。

　

‌【
い
わ
き
支
部
】�​

５
月
15

日
、
い
わ
き
市
平
の
い
わ
き

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘

で
開
催
。
坂
本
憲
弘
支
部
長

が
「
元
号
が
変
わ
り
、
働
き

方
改
革
も
始
ま
る
な
ど
大
き

な
節
目
の
年
。
一
致
団
結
し

て
、
業
界
の
発
展
と
社
会
的

地
位
の
向
上
に
向
け
た
各
種

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
事
業
へ
の
協
力

②
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
強
化
③
行
政
機
関
、
議
会

に
対
す
る
陳
情
・
請
願
④
支

部
活
動
活
性
化
事
業（
例
会
、

技
術
研
修
会
、
親
睦
会
）
⑤

行
政
機
関
と
の
技
術
懇
談
会

⑥
会
員
企
業
の
技
術
力
向
上

―
な
ど
の
事
業
計
画
を
決
め

た
。

　

‌【
相
双
支
部
】�​

５
月
10
日
、

福
島
市
飯
坂
町
の
祭
屋
湯
左

衛
門
で
開
催
。
今
後
の
相
双

支
部
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
全
員
参
加

の
例
会
な
ど
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
を
承
認
し
た
。

　

復
興
関
係
事
業
の
発
注
で

依
然
、
現
場
代
理
人
や
監
理

技
術
者
、
作
業
員
の
確
保
に

各
社
が
苦
慮
し
て
い
る
実
情

を
踏
ま
え
つ
つ
、
会
員
各
社

の
相
互
協
力
を
密
に
し
、
相

双
地
区
の
復
興
・
創
生
と
社

会
貢
献
の
た
め
、
経
営
体
質

の
改
善
強
化
を
目
標
に
、
支

部
活
動
に
取
り
組
む
方
針
を

確
認
し
た
。
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